
　
次
の
と
お
り
平
成
26
年
度
後
志
町

村
職
員
採
用
資
格
試
験
を
行
い
ま

す
。

◆
試
験
区
分

　

一
般
事
務
職 

初
級
・
上
級

◆
受
験
資
格

　

初
級
…
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

　
　
　
　

に
生
ま
れ
た
者
。

　

上
級
…
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

　
　
　
　

に
生
ま
れ
た
者

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
７
月
２
日
～
８
月
１
日

◆
第
一
次
試
験
日

　

平
成
25
年
９
月
22
日

◆
試
験
会
場

　

倶
知
安
高
等
学
校

　

（
倶
知
安
町
北
７
条
西
２
丁
目
）

【
問
合
わ
せ
先
】

積
丹
町
役
場
総
務
課

℡
０
１
３
５

－

44

－

２
１
１
２

　

ま
た
は

後
志
町
村
会

℡
０
１
３
６

－

22

－

０
２
１
６　

　

現
在
、
お
持
ち
の
特
定
疾
患
、
ウ

　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
金
銭
・
不
動
産
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
７
月
17
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
階

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・

航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛

医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
　
℡
０
１
３
４

－
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－

５
５
２
１

　「
不
正
軽
油
」
と
は
、
軽
油
に
灯

油
や
重
油
な
ど
混
ぜ
た「
混
和
軽
油
」

や
経
由
以
外
の
石
油
製
品
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
「
製
造
軽
油
」
な
ど
を
い
い

ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
７
月
を
「
不
正
軽

油
防
止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽

油
を
「
作
ら
な
い
」・「
売
ら
な
い
」・

「
買
わ
な
い
」・「
使
わ
な
い
」
を
合

い
言
葉
に
、
不
正
軽
油
撲
滅
へ
の
取

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
一
一
〇
番（
通
話
料
無
料
）

℡
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－

１
１
０

　
ま
た
は

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課

℡
０
１
３
４

－

23

－

９
４
９
２

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
所
開
設

７
月
は『
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
』

 

平
成
26
年
度
後
志
町
村
職
員

　
　
採
用
資
格
試
験
を
行
い
ま
す

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
の

更
新
に
つ
い
て 

イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
（
肝

炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）
及
び
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本

病
重
傷
患
者
対
策
医
療
受
給
者
証
の

有
効
期
間
は
、
平
成
25
年
９
月
30
日

ま
で
で
す
。

　

10
月
１
日
以
降
の
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に

更
新
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防

止
対
策（
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）

受
給
者
証
の
更
新
は
、
Ｂ
型
肝
炎
の

核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を
継
続
さ

れ
る
方
の
み
対
象
で
す
。

　

医
療
受
給
者
証
の
種
類
に
よ
っ
て

申
請
に
必
要
な
書
類
が
違
い
ま
す
の

で
、
不
明
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

◆
更
新
受
付
期
間

　

平
成
25
年
７
月
１
日
～
９
月
30
日

【
お
問
合
わ
せ
】

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
保
険
環
境

部
余
市
地
域
保
健
支
所

　
　（
倶
知
安
保
健
所
余
市
支
所
）

℡
０
１
３
５

－

23

－

３
１
０
４

今月の納税
納期内完納に

ご協力ください

　●国民健康保険税
第 1期・納期限

7 月 25 日

　●固定資産税
第 2期・納期限

7 月 31 日

海洋センター
休館のお知らせ

7月５日 ( 金 )
7 月６日 ( 土 )

全館休館
とします

ちゃん
わが家

     の め んこ
今月は平成24年７月生まれのお子さんです。

　

「思いやりを忘れずに、前向きに生

きていける子になって欲しいです。」

　   （賢了さん・由佳里さん）

海 田 凜 音 ちゃん
（７月７日生・野塚町）

色々なものを両手に持って、
コツコツと物同士をぶつけ
て音を鳴らしたり、拍手を
するのが好きです。

かいた りおん

広報しゃこたん平成 25 年７月号
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ご存知ですか？「国民年金基金」

　国民年金基金は自営業の方やフリーランスの方など国民年金の第

一号被保険者で保険料を納めている 60 歳未満の方が加入できる国

民年金の上乗せ支給年金として創設された公的な年金制度です。

 ※平成 25 年４月から 60 歳以上 65 歳未満の方で、国民年金に任意加入

　 されている方も加入できるようになりました。

　詳しくは北海道国民年金基金 (フリーダイヤル 0120-65-4192) ま

でお問い合わせください。

　 教育委員会生涯学習課

 文化財保護主事　阿部　剛

今月の担当は・・

　
　

入
舸
の
忠

ち
ゅ
う
れ
い
と
う

霊
塔

　

入
舸
の
町
を
見
下
ろ
す
山
の
中
腹

に
、「
忠
霊
塔
」
と
刻
ま
れ
た
一
基

の
石
造
の
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
19
年
（
１
９
４
４
）
に
建
設
さ
れ

た
こ
の
塔
に
は
、
か
つ
て
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
兵
士
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
忠
霊
塔
は
主
に
昭
和

10
年
代
に
建
設
が
進
め
ら
れ
、
現
在

も
全
国
各
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
の
忠
霊
塔
の
起
源
と
、

入
舸
に
建
設
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

忠
霊
塔
は
、
明
治
40
年
代
に
旧
南

満
州
（
現
中
国
東
北
部
）
で
建
設
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
明
治
37
～

38
年
の
日
露
戦
争
に
お
い
て
８
万
人

に
も
達
し
た
旧
日
本
軍
戦
死
者
の
遺

骨
は
、
そ
の
多
く
が
現
地
で
荼だ

び毘
に

付
さ
れ
、
日
本
本
土
へ
と
還
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
残
っ
た
遺
灰
は
、

旅り
ょ
じ
ゅ
ん

順
・
大だ

い
れ
ん連

な
ど
５
か
所
へ
集
約
さ

れ
、
納
骨
塔
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
塔
を
建
て
直
し
、
発
展
し
た
も

の
が
忠
霊
塔
で
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
昭
和
９
年
に
旧

豊
平
町
（
現
札
幌
市
豊
平
区
・
南
区
・

清
田
区
）
の
陸
軍
墓
地
に
建
設
さ
れ

た
「
忠

ち
ゅ
う
こ
ん
の
う
こ
つ
と
う

魂
納
骨
塔
」
が
そ
の
先
駆
け

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

忠
魂
納
骨
塔
は
、
現
在
も
月
寒
平
和

公
園
内
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
裏

面
に
は
「
忠
魂
納
骨
塔
由
来
」
と
し

て
、当
時
豊
平
町
に
駐
屯
し
て
い
た
、

旧
日
本
陸
軍
歩
兵
第
25
連
隊
の
戦
死

者
約
１
５
０
０
名
を
祀ま

つ

っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

忠
霊
塔
が
本
格
的
に
建
設
さ
れ
始

め
た
の
は
、
昭
和
12
年
の
日
中
戦
争

開
戦
後
の
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
戦
争
の
拡
大
に
よ
る
戦
死
者

の
増
大
や
、
従
来
兵
士
の
遺
骨
を
納

め
て
き
た
墓
地
が
荒
廃
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
市
町
村
ご

と
に
一
基
の
忠
霊
塔
を
建
設
し
よ
う

と
す
る
、
忠
霊
塔
建
設
運
動
が
起

こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
昭

和
14
年
に
東
京
で
設
立
さ
れ
た
大
日

本
忠
霊
顕
彰
会
で
、
会
長
に
は
菱ひ

し
か
り刈

隆た
か
し

陸
軍
大
将
が
就
任
し
、
同
会
の

指
導
と
助
成
に
よ
り
、
全
国
に
忠
霊

塔
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

市
町
村
の
規
模
に
応
じ
た
忠
霊
塔
図

案
も
示
さ
れ
、
各
地
の
忠
霊
塔
の
形

態
は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

当
時
何
基
の
忠
霊
塔
が
建
設
さ
れ

た
の
か
、
正
確
な
数
は
不
明
で
す

が
、
昭
和
17
年
の
段
階
で
は
、
当

時
の
樺
太
（
現
サ
ハ
リ
ン
）
か
ら

沖
縄
ま
で
、
既
に
完
成
し
た
も
の

が
１
２
４
基
、
近
々
完
成
す
る
も

の
が
１
４
０
基
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
他
に
、
忠
霊

塔
の
建
設
を
希
望
す
る
市
町
村
が

全
国
に
１
５
０
０
あ
っ
た
と
同
会

で
は
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
の
１
つ
が
、
旧
入
舸
村
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

入
舸
の
忠
霊
塔
は
、
一
部
欠
落
し

た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
建
設
当

時
の
原
型
を
よ
く
留
め
、
正
面
に

は
「
忠
霊
塔
」
の
文
字
が
は
っ
き

り
と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

裏
面
を
見
る
と
、「
陸
軍
大
将　

菱

刈
隆
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で

進
め
ら
れ
た
忠
霊
等
建
設
運
動
が
、

積
丹
へ
も
及
ん
だ
こ
と
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
建
設
さ
れ
た
忠
霊
塔

で
す
が
、
昭
和
20
年
の
終
戦
後
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
り
、
撤
去
・
解
体

さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
中
に
は
、
平
和
塔
な
ど
と
改
称

さ
れ
た
も
の
や
、土
に
埋
め
て
隠
し
、

撤
去
を
逃
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

▲忠霊塔 (入舸町 )

▲忠魂納骨塔 (札幌市 )

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

　

 

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！
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お
く
や
み
（
死
亡
）

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

  7 日（日） 勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

14 日（日） な が い 小 児 科 医 院 余市町大川町 23-6881

15 日（月） 田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

21 日（日） 小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

28 日（日） 林 病 院 余市町山田町 22-5188

７月の余市管内休日当番病院等

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

（
出
生
）

な
ま
え
　
　
　  

お
と
う
さ
ん
　
　  

と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　  

お
か
あ
さ
ん

池
田

苺め

い生

和　

聡

美
国
町

美　

樹

阿　

部　
　

剛　
　
　

入
舸
町

櫟　

田　

理　

恵

す
え
な
が
く
お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

石　

岡　

公　

淑　
　

美
国
町

田　

中　

め
ぐ
み

■
発

行
・編

集
／

積
丹

町
企

画
課

　■
印

刷
／

㈱
毛

利
印

刷
　　〒

0
4
6
-0

2
9
2
　北

海
道

積
丹

郡
積

丹
町

大
字

美
国

町
字

船
澗

4
8
番

地
5

　
 0

1
3
5
－

4
4
－

2
1
1
1
／

Ｆ
Ａ

Ｘ
 0
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3
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－

4
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2
1
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5

ホ
ー
ム
ペ
ー
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ア
ド
レ
ス
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n
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o
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１㈪
●積丹神社例大祭（２日まで）

●野塚稲荷神社例大祭（２日まで）

●入舸稲荷神社例大祭（２日まで）

４㈭ ●美国神社例大祭（６日まで）

８㈪
●「社会を明るくする運動」車両パレード

　（8:30～　町内）

10㈬
●離乳食教室
　（10:00～　総合文化センター）

13㈯ ●幌武意稲荷神社例大祭(14日まで)

15㈪ ■海の日

16 ㈫ ●神威神社例大祭（18日まで）

21 ㈰ ●第23回参議院議員通常選挙　投・開票日

23 ㈫
●マタニティ教室

　（10:00～　総合文化センター）

24 ㈬
◆丸山健康教室
　（13:30～　丸山会館）

27 ㈯ ●第３回少年教室「野外体験プログラム」inおたる

 「◆」は、別に参加者募集のお知らせをします。
※都合により日程が変更になる場合がありますので、
　ＩＰ電話や回覧などでお確かめ下さい。７月のこよみ

世帯数／1,227世帯（－５）

人　口／2,409人  （－５）

　男　／1,124人  （－４）

　女　／1,285人  （－１）

－７月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

成
田　

正
男　

83
歳　

 

美
国
町

中
畑　

正
義　

85
歳　

 

神
岬
町

玉
谷 

マ
サ
エ 

87
歳　

 

美
国
町

能
代
谷 

タ
ヨ 

89
歳 　

神
岬
町

慶 

弔 

録

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／３人(-17）●転出／５人(-27)

●出生／1人(±０）●死亡／４(+３)

平成25年5月31日現在､(　)内は前月比
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診療時間 -　午前９時～午後５時

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

成　田　み　さ　を　様（幌武意町）

７
月
号
№
61９

３０，０００円

この広報誌は再生紙を使用しています。

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第３位》

4,673日達成
（平成25年６月１日現在）
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